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女'性部新年`垣例会が開催ろれました。
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女'性部新年'恒例会
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平
成
十
二
年
度
女
性
部
新
年
恒
例
会
が
、
一
月
二
十
四
日
、
農
協
事

務
所
の
大
会
議
室
で
開
か
れ
、
テ
ー
ブ
ル
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
食
事
や

様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。
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テーブル対抗伝言ゲーム.正解はどのチームかな７

今
年
も
部
員
間
の
意
見
交
換
や
交
流
の

場
を
持
つ
た
め
の
「
手
作
り
新
年
会
」
を

目
標
に
役
員
、
支
部
長
ら
が
中
心
と
な
り

準
備
を
進
め
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
部
員
や
来
賓
ら
七
十
余
名
が
参

加
。
午
前
十
一
時
に
横
田
純
子
部
長
の
挨

拶
で
開
会
し
ま
し
た
。

「
男
尊
女
卑
と
い
う
一
一
一
一
［
葉
が
間
か
れ
無

く
な
っ
た
の
は
や
っ
と
最
近
の
こ
と
で
す

が
、
農
村
を
活
性
化
す
る
に
は
、
女
性
の

ち
か
ら
が
必
要
で
す
」
と
挨
拶
。
こ
れ
を

受
け
て
来
賓
の
挨
拶
に
立
っ
た
高
橋
組
合

長
は
「
女
性
パ
ワ
ー
に
は
敬
服
す
る
ば
か

り
、
当
農
協
も
女
性
・
男
性
の
差
を
付
け
ず

に
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
挨
拶
に
立

っ
た
普
及
セ
ン
タ
ー
の
加
藤
公
夫
次
長
は

「
昨
年
も
招
待
頂
き
、
大
変
楽
し
い
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
も
楽
し
み
に
し
て

来
ま
し
た
」
と
挨
拶
、
会
食
へ
移
り
ま
し

た
。テ
し
フ
ル
に
は
お
寿
司
や
オ
ー
ド
ブ
ル
、

＝＝ 
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高橋組合長､藤田登美子ベアの＝人羽織りに大爆笑
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な
ご
や
か
な
会
食
の
ひ
と
コ
マ

嚢 ~蓉至監雲＝
Zg老琢巳舌月看÷

Ⅱ 

凸

巳 』
一

篭 福
嶋
郁
さ
ん
は
、
ひ
と
つ
ぼ
シ
ョ
ッ
プ

に
た
く
さ
ん
の
洋
服
な
ど
を
出
品
し
丈

し
た

に､

藤エ芸の講師・海老子洋子先生は作品を腱示

Ⅱ登山 、

麺一（
》 》

壁
｛ 部
員
手
作
り
で
持
ち
寄
っ
た
漬
け
物
、
普

及
所
、
農
協
、
あ
る
る
か
ら
頂
い
た
食
べ

物
や
飲
み
物
の
ご
芳
志
が
盛
り
だ
く
さ
ん

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
会
話
も
弾
ん
で
の
会
食
と
な
り
ま
し

た
。正
午
を
過
ぎ
て
恒
例
の
「
ひ
と
つ
ぼ
シ

ョ
ッ
プ
」
が
始
ま
り
、
会
場
は
熱
気
ム
ン

ム
ン
。
地
区
や
個
人
、
姉
妹
で
出
品
し
た

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
手
芸
品
、
ベ
ー
コ
ン
・

チ
ー
ズ
、
和
菓
子
に
洋
菓
子
、
木
エ
芸
品
、

子
供
服
な
ど
無
い
も
の
は
無
い
と
い
っ
た

様
相
で
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
部
員
が

持
ち
寄
っ
た
バ
ザ
ー
品
の
収
益
は
「
九
千

百
三
十
円
」
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
横
田
部

長
と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
、
「
テ
ー
ブ
ル

代
表
に
よ
る
一
一
人
羽
織
」
、
「
テ
ー
ブ
ル
対

抗
伝
一
一
一
一
口
ゲ
ー
ム
」
、
「
全
員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
」

で
盛
り
上
が
り
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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大
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名
越
静
枝
さ
ん
の
お
餅
は

開
店
早
々
完
売
に

､ 

爾
運ご入４．。 綱｝

ザＩ
 腱

Ｌ￣ 

'３ 



／ 
litl1エ：千I【］

収 入
平成12年実績
２６４戸

平成13年計画
２６１戸

13年計画 過不足12年計･画 12年実紙

乳 乳避（ｔ）生 7.416064(〕 7,.139,27Ｃ 7,659,708 2２０４３８ 107,872.05 112.099.7Ｃ 

Ｍｉ給金 592,569 6１９，３２１ 562.574 -56.747 
大根 53-95113 56.70h日

収最(C/S） 267,317C/S 264,000C/S 163691 小 計 8,009,209 8,058,591 8,222,282 

乳用牛 -31.088 '１８６．３４０ 5３６．４２３ 5０５，３３５ 
てん菜厄弍 １６０３０Ｍ 136.401】３

jlIjit（ｔ） 7.185.18 5,935.OＣ 肉H］牛 -10916 1９５．２０３ 3００．４７８ 2８９，５６２ 

その他畜産物 馬鈴薯種子20,576 5,000 －６８３５ 69.50112 ｌＬ８３５ 69.40112 

食用固体販売計 702119 848,736 799,897 -48,839 3Ｌ３０ｈ３ ５１４０h$］ 

家畜共済金 1３８１９５ 290,943 ﾙ13.055 －１４７，８８８ 
i殿原 ４７９９}wｌ ４２３，１１月

収辻(俵） 244.837.00 ２４Ｌ７８８０Ｃ 畜産物計 8,849,523 9W198270 9,165,234 -33,036 

馬鈴鞘 加工351.059 299,482 3３４，６１７ 3５，１３５ 1３９０１１， ３４９()ｈＲ ３４９()ｈＲ 

てん菜 乳用牛(頭）lｌａ９２Ｃ 120,197 101,781 －１８．４１３ 3,133 2，９２９ 

その他出産物 肉用牛(頭)’６．８９３１6.7899.1285 1７．８９５ 24,465 6,570 

大根 乳牛総頭数乳牛総頭数5８．００５ 7１．１９２ 1３，１８７ 2５，５６８ 2５，６９３ 

農産収入計 559,264 495579 532,058 36,479 １２カ月以下 ４，６０Ｃ 4,689 

農業雑収入 １３～24力児394.858 693.272 4３９，６１０ -２５３，６６２ 5,177 5,187 〆気

25カ月以上’15.791115.817農業収入計 9.803.645 10,387,121 -250,219 1０，１３６，９０２ 

艇外収入 総所有地29.409 51,768 ３５､786 -１５９８２ 15487」２ 15ル14.29

携金借入 改良草地２３０８ ！ 2９．５９２ 3１，９００ 8352.22 8,116.74 

賓金受入 永年草地322.276 629882 3`１０．８５４ -289,028 3,920.1Ｃ 4.177.21 4.177.21 

その他 1,1地Ｈ ９１２ＤＣ 8９３１９ 8９３１９ 

111林原野地2,302.80a257j5合 計’10.155.33011,098.363110,545.4421-552,921

12年計画 13年計画12年実紙 一戸平均実績 一戸平均計画

農業収入 9,803,645 １０`387.12］ 1０１３６９０２ 3９．３４５ 3８．８３９ 

農業経営班 6,-116,604 6.768.57］ 6，６３１，７９４ 2５，６３９ 2５．４２１ 

農業所得 3387.041 3,618,550 3,502,108 13.707 1３．４１８ 

所得率１34.5％ 34.8％ ３４５％ 

４ 

収入

12年計画 12年実紙 13年計画 過不足

生乳 7.416.640 7Ｊ３９．２７０ 7659.708 220A１３８ 

ﾈiIi給金 592,569 6１９，３２１ 562,574 -56,747 

小計 8,009,209 8,058,591 8,222,282 163,691 

乳用牛 ''86,3$Ｉ 5３６，４２３ 505‘3３５ --31,088 

肉ノ|］牛 195,2（ 300,478 289,56 －１０，９１６ 

その他畜産物 20,57 11835 5,00 -6↑835 

固体販売計 702,11 848,736 799,89 -48,839 

家畜共済金 138195 290,943 1`13,055 -147,888 

畜産物計 8,8491523 9,198,270 9$165,234 -33,036 

鈴蕪 351,059 299,482 334,617 3５，１３５ 

てん菜 113'920 120,197 101,784 -１８，４１３ 

その他腱産物 941285 177895 24,465 6,570 

大根 5８，００５ ７１，１９２ １３'1８７ 

農産収入計 559,264 495ｺ579 532,058 36,479 

農業雑収入 394,858 693,272 ４３９，６１０ －２５３，６６２ 

農業収入計 9,803,645 10,387,121 10,13 ’９０２ -250↑２１９ 

腱外収入 29,409 51,768 ,786 ・l５Ｉ９８２

資金借入 ０ 291592 ,9００ 2,308 

盗金受入 322,276 629↑882 3．１０，８５４ -289,028 

その他 ０ 

合計 lql55,330 11,098,363 1０，５４５，４４２ -－５５２，９２１ 

平成12年実績
264戸

平成13年計画

261戸

乳量（ｔ） 107.872.05 112099-70 

大根

収最(C/S）

53.95hａ 

267,317C/S 

56.70hａ 

264,000C/S 

てん菜

収iit(ｔ）

160.30hａ 

7,185.18 

136.401】ａ

5,935.00 

馬鈴薯種子 69.50hａ 69.40hａ 

食(］ 3L30ha 51.40hａ 

i殿原

収辻(後）

479.9hａ 

2`14,837.00 

４２３.Oba 

24Ｌ78800 

加工 １３９０１１ａ 3`L90ha 

乳用牛(頭） 3,133 2,929 

肉用牛(頭） 6,893 6,789 

乳牛総頭数 25,568 2５，６９３ 

12カ月以下 4,600 4,689 

13～24カ月 5,177 5，１８７ 

25カ月以上 1５，７９１ 1５，８１７ 

総所有地 15,487」２ 15ル14.29

改良草地 8,352.22 8,116.74 

永年草地 3,92().1(） 4,177.21 

畑地 ９１２．００ 893.19 

１１１林原野地 2,302.80 2,257」５

12年計imi 12年実紙 13年計画 --戸平均実績 一戸平均計画

農業収入 9,803,6`１５ lq3871 )１ １０､136,902 39､3４５ 38,839 

農業経営灘 6，４１６，６０４ 6,768↑ 7１ 6，６３１，７９４ 2５，６３９ 2５，４２１ 

農業所得 3,387,041 3，６１８１ 】０ 3,502,108 １３↑707 13,`１１８ 

所得率 34.5％ 348％ 3`1.5％ 



／ 計"画計 綴平成13年

支 冊

１２年計画 １２年笑紬 １３年計画 過不足

労 質 1４１１．４９６ 1２５．４８７ 142909 ]７．４２２ 

科肥 5７５，７４７ 572,786 5４８．５０８ -24.278 

生産盗材 378.784 4］５．２３］ 387,735 －２７４９６ 

水道光熱 3３２，３５５ ３５２O９５Ｃ 347.849 －５，１０１ Ｅ､ 

科飼 2,336,302 2,341,942 2.380.993 39,051 

養畜輿 403.793 ４４８皿1０ 430.757 －１７，３８３ 

素畜賀 2４．１１１ 23617 37.474 13.857 

腱業共済 361.971 356517 3７０４１２ 1３．８９５ 

fｆ科料・金 637,714 7１１．２５２ 725.155 1３，９０３ 

修ｊ理漣 332,494 473,134 352.973 -１２０．１６１ 

諸税請負担 505.425 518,874 52ｲ１．２７］ 5,397 

支払利息 2４０．９８８ 228.-112 2３３．１１５ 4.703 

その他経営譜 145.424 200.229 152.643 -47,586 

農業支出計 6,416,604 6,768,571 6,634,794 -133,777 

家計受 1.765.644 1.986.026 1,888,457 -９７，５６９ Ｆ１ 

経費十家計費 8,182,248 8,754,597 8,523,25 －２３１，３４６ 

賓金返済 835.601 867.036 846.548 -20.49］ 

貯金共済 976,118 1.026.807 999248 -27.559 

農業機械 161,224 76.84］ -84,383 7５，４７９ 

その他 9８，３８２ 2３３，３４９ 1０８，４７０ －１２４，８７９ 

計合 10,167,828 11,043,016 1０．５５４．３５８ -488.658 

12年計画’１２年笑納 13年計画

総収入合計 10.155.330 11.098.363 10.545.442 

総支出合計 10,167828 1１，０４３，０１６ 10554,358 

収支過不足 －１２．４９８ 5５．３４７ -８．９１６ 

'円

支出

１２年計画 １２年実績 １３年計画 不足

労賃 1《11496 1２５．４８７ １４２'9０９ 1７，４２２ 

肥料 575'7`１７ 572,786 5４８，５０８ -24,278 

生産賛材 3780784 4１５，２３１ ３８７，７３５ -27W4９６ 

水道光 ３３２．３５５ 3５２０９５０ 347.849 －５１０１ 

飼料 2,336,302 2,341,942 2,380,993 39,051 

養畜賀 403,793 ４４８`1４０ ４３０．７５７ -１７，３８３ 

素畜賀 2４，１１１ 23β17 ３７↑4７４ 13,857 

農業共済 361.971 356,517 37ｑ412 13.895 

fｆ科料・金 637,714 71Ｌ252 725,155 １３，９０３ 

||参埋没 3３２，４９４ 473,134 352,973 －１２０，１６１ 

諸税諸負担 505,425 5１８，８７４ 52ｲ１，２７１ 5,397 

支払利息 240.988 228.Lｌ１２ 2３３．１１５ 4,703 

その他経営識 145.424 200,229 152,643 -47,586 

農業支出計 6,416,604 6,768,571 6’634,794 -133,777 

家計饗 Ｌ765,644 1.986,026 1,888,457 ･９７，５６９ 

経費十家計費 8,. 2,248 8,754,597 8,523,251 －２３１，３４６ 

資金返済 〕β01 867,039 846,548 -2ｑ491 

貯金共済 6,118 1,026,807 999’248 …27,559 

農業機械 5,479 161,22イ 76.84］ -84,383 

その他 8,382 ２３３，３４９ 1０８，４７０ －１２４，８７９ 

合計 10,167,828 11,043,016 lｑ554,358 -488,658 

12年計画 12年笑紙 13年計画

総収入合計 10,155,330 １１↑098,363 10154 0４４２ 

総支出合計 10,167,828 1Ｌ０４３，０１６ 1０．５５ ,3５８ 

収支過不足 －１２，４９８ 55,3`１７ －８'９１６ 
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借入金

25侭

20億

15億

2,398 

平成12年度１２月末における、

財務の状況についてお知らせいたします。
１，（ 

563 

Ｔ~〃侭むｌ），1.1ｉよ
二’１１－－、もり頂
Ｉｒｉな千．-ｉ収二／《か
〃ど万臓人下‐「’）
'１１がｌＩ１ｊＬ企｛ilIq残
、liウ、ＴＩｲ（「１．１７，１筋
腱１１１盗llLlで〃ノノに
外し令,Ｉｉは｜,１１，１つ
収、受万、のがい
人艇人’'１乳噸噌て
.』聡－，代jI111DI1は
査収ｌｌｉｔＩｌＡ１－とし、
余人二体ドlliな、Ｉｉｉｊ
ｌｌｆ－‐「販給つ賃１，當
入億１ｉ光企て趣Ｉｒ１
で二Ｉ『「＝合お残」9１

汀の＝」［こり
刀減ＴＴＬ億組紐
'１１少ｉＴ三ノ〈勘勘
のと〃lri千三念
ｊｉＩｉな’'１万二千む
加’）、’'１ｈF「賃
と、極が万万付
な総貸噸ｌＩ１１Ｕ命
つ額盗卯、、で
てで金し良スは
おは－，１９１１，
'）１Jリ下近隣パlMj
ま侭ノし代付｜準
す（【「化金Ｌｎ
ｏＴ万溢二ｆｆｊＵ１

ＺＩＩ］〈ｉｒ億命よ

#=■ 貸
付
金

ク
ミ
カ
ン

１０年１１年 １２年

脆買品供給 闇

55億

50億

45億

40億

4,941５Ｊ 3５ 

４ 

354 
のし段〃千
1Ｗ、財｜リニllii
lll《篭企、ＩＴイ1：
と体・組〃ｌｉｉｌ
なで億勘’１１期
l）はⅡ頂、に
ま、下り）ギ比
しトエ残皿べ
た・lriノ《畔、
。臓刀下命定
ＬｒｌＩＩ］ｉ期
下な１７億l1i：
Ｌど〃＝金
１７「が｜I］千二
〃ｊＷ、八億
ｌリノ(ⅡＩ別ｌｱｲﾉ《

)し左上Ｈｌｌｌｆｉ鯛’'１ノリⅡ収ニパ
1ＴどｌｗＴ費万料、父と人千
万がソノノｉｌＩＩ１ｆ支出をヘノ《
|リｊＷｌＩｌＴＬ、ノＬ払につ計ｒｒ
の加、二賃下ネリってで〃
ji＃し雌ｉ「科ｌｉＬ１,いいは’'１
Ｉｌ１、金万料（１）してまｌｉが
と文・’1］金万ｉｉはす臓減
な川共、七１１「ノノ、｡六少
っイヤ済家千，１１１１Ⅱ』下し
て計二ｉｉＩＪｆ獲等科八て
いで千！?「「帯がｆ１ｉｒｉい
まYillM・刀ｌｌｉ減＝〃ま
ず侭１７億ｌｌＩＪＩ少Ｔｌ']す
。＝〃．、干しＹＴのが
ＴＩＩ］下修二、〃川、

貯
金

←、

(内生産資秘）

2,9602,8483,069 

32億

30億

28億

￣ － 

－]１２ 2２． 

(内生活h1iiilli）

２，０９３２，０６６ ご努「「ｌ１ｉ１ＩＩｌＩ１が臆
協力今ノノ収の１１＃三'11サ
ノノを後’'１扱｣]１１川「「jiT
をしにのｉ#ｉ力Ⅱしノｊ１Ｗ１
おてお減でと、｜'｜取
願参き少はな命、扱
いりまと、り作燃IIflj
いましなＩｉｉｊまで科に
たすてり年しは.つ
しのもまliT｝た、｜ぱい
まで、し川。＿古_て
す゛なたよま億Ｔ２は
。衿お・りたニノノ、
｜;l：．Ｘ、ＴｌＩＩｉｉｉＴ１
力１１イＴＩ,ｉｉｉＴな科
のの上鮒ノノビ.

るは千lxｆ給
結，ｉｉＪ－/〈金,収
采ｆｌ２Ｉ『「千含光
と１１J］〃Ｙ「む,ｉ１ｍ１
な山１１リノノー取
りを減，リーニ扱
ま＝少が億櫛
し臆しｊｉｉ七に
たこた’１１１，，，．つ
｡「もし〃い
（の、’1］て
１７の股、は

州;繍乳
上体で物ｕｉｉ
ｌ１１１で，ｌＬ１－ド,Ｉｉ

購
買
。
店
舗
事
業

販
売
事
業

20億

-27 

lｊ 

１５億

10年１１年 １２年

６ 



平成12年度12月末事業概況（単位:百万円）

日己笹本 金(組勘貸残含む）岱卜Ｉ '笠託哲金

1,533 

15億

Ｍ億

13億

１２億

60億 5,79Ｃ 

5,32 40億 3,878 

4,9 師 4６２ 

1，２４ 288 50億

1 【)５ 392 1４６ 

30億
匹司4０ 

１０年１１年１２年 １０年１１（'二１２年 １０イド１１年１２〈|：

問定筏産 糾勘岱越残 販売品取扱岡（純給金含む）

1，３５２ 14億

13億

12臆

11臆

10億

8,097 

4億

31息

２値

'億

80億

1］Ｚｌ８ 297 

1３４ 7,. 』

、､騨引:［1，１ 322 

9１ 70億

-10Ｆ 3１ 

１０年１１年１２年 １０年11年１２年 (内乳代】

6，１９９Ｐ■ 

l佇余（釦lLIj麺I)残含む） 細勘極り強 60臆

5,6 

120億

110億

100億

９０億

８０億

50億

lL307 

4億

3値

2億

}億

１０］１３ 3０１ 

9,5 1，１７７ 雛

(内諾拝物・鰹雄物）

1,898 

】,7701,7711-

鑑脳

607 3３ ]８ 

郡 20値

10億 ９ １１９ 

１０年１１年１２年 １０年１１年１２年 l0f1zllfF12年

７ 



乾乳牛の飼養管理

北根室地区農業改良普及センター

用シ々分のそ乾飼でまね期分・度採時．=理る日す一手る時の

繊鶴漣ii織纈
ｌジに

霊ｶﾐ撒き艘瀧
あこす十像ﾛ：iii卿

溌蝿丈騨洲灘鱗溌離蕊灘

届奄

Ⅲ
篭
の
穀
獅
を
７
え
る
の
か
一
般
的
で
す
。

ま
た
、
乾
物
摂
取
雌
が
低
下
す
る
の
で
良

磁
な
粗
飼
料
の
給
与
が
大
変
嘔
妥
に
な
り

ま
す
。

三
、
乾
乳
期
の
飼
養
環
境
管
理

栄
養
梼
理
と
合
わ
せ
て
、
良
好
な
飼
養

環
境
が
伴
わ
な
け
れ
ば
効
采
は
激
減
し
ま

、
す
。
以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
急
激
な
飼
養
環
境
の
変
化
を
避
け
る

ｌ
乾
乳
、
分
娩
専
門
の
場
所
を
設
け
る

・
足
ま
わ
り
Ｉ
体
重
墹
加
に
よ
る
肢
蹄
負

担
噸
、
ス
ト
レ
ス
軽
減

・
社
会
的
安
定
－
分
娩
間
近
は
他
の
牛
に

負
け
る
、
育
成
や
秘
乳
牛
と
一
緒
に
し

☆
ひ
い

・
居
住
環
境
の
安
楽
性
ｌ
救
科
確
保
、
牛

床
マ
ッ
ト

表１乾乳期に必要な栄養分

乾孔liijju11乾乳後ﾉﾘ］

1MZ物摂取.}iI:(％体｣価）１．８－２．２１．６～１．８
鋲い､

ＣＰ（％） 1２ 1５ 

ＴＤＮ（％】 、 H； 

0-3以下Ｃａ（％） 0．３９ 

Ｐ（％】 0.2. 0.3～０．５ 

Ｃａ／Ｐ Ｌ６ ０．７－１.Ｃ 

図１乾乳期間のばらつき（北乳樅1997】

皿

10.000 
－－２｣暇

－－ｐ－－３ｊ潅

一±－４厳

－．０－５磁十

DQj■P｡●■■B●■■U●■bO ｂ 

/ｌｊｌＪﾆﾆﾐ， 
頭

数5,00（

「
もＰ
 

◆
 

『
弓

■ 

：風ﾕｰﾆ些二ロー＝画雇夛･虎巫」
Ｕ 

－１０～2０－３０～4０～5０～6０～7０～8０～90-100-110-120～130 

［Ｍｉ乳Ⅱ激

８ 

乾孔liijju1 吃\し後期

乾物摂取}it(％体｣R） 1-8-2.2 1.6～１．８ 

ＣＩ〕(％） 1２ 1５ 

ＴＩ)Ｎ(％） 6０ 6５ 

Ｃａ（％） 0.39 0.3以下

Ｐ(％） 0.24 0.3～０．５ 

Ｃａ／Ｐ 1.6 0.7-1.0 



司否･Ｕ
Ｅ月ｎ厘列『順l頴

面上」＿

高収量､高収益を
目指すことを確認。

『･恩

蝋'１
第24回中標津町農協

てん菜生産振興会定期総会
u国

① 

iiiliil 許簿

会員の力を結集し、畑作経営の
安定と向上を目指そう。

鍵4回馬鈴しょ振興対策協議会定期総会

｜F■￣ ilIlｑｌ へⅡ．

つをすつ戸はま場し案瀧野組さ’1111[１Ｊ
役てjil繰るい」、し職よ活審」を杵什安オし筵,ＭｉＶ
貝欲期I1uzlTてり会た塔１%(動議に及１２途ま」０１鈴成
改しに対を６に貝・研種内に蝋セ、全し総し卜
選い奴策決|両1変一ま修農零入II1ilン’''１をた会よ=
にとりとめ様え人た会場のりのタ機の。が振年
つ笈ましまに、当、をＩｍｊＥま武ｌｉｌｋ挟、lHL-
い望とてし－まり会１１M議点し１１１，ﾘ『町拶腱ｊＷｊ１
てがめ、た）『たとl1illl4を課た動」&武の脇莱二
はＭ１’しえ゜当、あのし柱題・氏の｜[ｌ後人ＭＩＩ卜
、さてんり災’）徴てにとを祝経、会談九
}ｉれ゛変とＩＴＩま収いしし選雛済来離合１１
役ま対作し活すにく、て川を部賓室第、
がし策付、mjlがつJIP原、し頂１２ので２１１１
椎たをＭｉＴ支践、いと極胸、き、商Ｉ１Ｍｌ－標
選。と械出に‐てし,lHi鈴，識、」を橘IM1llLI津

ピニ、

ン（１）ｉＨｉ進Ｉｒｉｌｌｌｆｉｉリがん標
に荷に今出き’'１組松i)Ｍ菜ｉ:|k平
要に’よｆ'二し、ホ谷１１１催生大成
論数つ度議,誰ク長会さ産会}
しをての聯良し、長れ振議三
ま噸一てににン長のま興室年
しや［」ん入武原野技し会に－
たしの菜Ｉ）佐料糠拶た第てⅡ
-$’て出出まの所及の。二，二

息い荷付し而所セ後卜中卜
、<ｊ,上体た橘及ン、119標六
次よを（|i１１゜恵かタ米ｌ１ｉｌ津１１
性う減は美らｌ蜜定'１「、
のホら毎犬祝所の期膿Ｊ
集クし１１氏辞災’１１総協Ａ
いし、川をを、ＩＴＩ全てｉｌｌ

税防新のに
久対兵屯奥疫役朧釧会役旭よ
ｲﾐ委野代嶋補〃〃’’〃〃〃〃公１１りる

Ｕ１ 

Ｌ.Ｌ ｊＵｊ１１，|F1&腱ｉＡｉ１ｊ
時幸［}昌員之１１２
雄一務義篠大乾奴補，いlLi小「‘イト亥政が

水|ﾉ１１１場嶋崎林代僑達し決
以美ｌＡｌＥま定
上l1lf勝佐」l當敬美しし
＝ 

文利子弘IJj錐遮戊勝夫Ⅲ（た、
人ヘヘヘヘヘヘーヘーヘヘ゜他

新ｌＩｊｊ１Ｔｌｌｊ新11j:ｉＩＪＩｌｊｌｌｊｌＩｊｌｌｊの
征任任征任ｆＦ（Eri号征征陀役
一戸～〆～＝－戸－戸昌一項一〆､■〆、－戸～が－戸

ｕ 
は
次

ljlLI術欲旬議し行氏人いは

含％ｋ洲懸蒋耀珈關
まを。始会終出、会典を鈴
し'１会ま艮了さ北すが決上
蜥鵬Ｍ鶯綱iillli灘
てをｉｌｌｉ全し識のめ、し蚕
い迦準のた案志、副たと

ﾎﾟｷ蝿｡舗鯰ｆ衞

灘;蕊雛
て、て「|リオＬＩＥを弘ＩｌＬ'て

￣薊

ま蛎作と会極で
しを経しｊ１膿鹸第第第第第第ん
た会営て一場後六五lIq二一２－原
・のの、政のに班班班班班｣iIlM5
共安合し述、１２長」を奨及」邉鈴
迦定貝な鴬安し
認とイ１１が間途橘ili坂二ill’よ
縦1A「/l自ら題会場崎’１輪宅Ｉ|］／１１，
と’二の解は災付
しを力決丞が舷｛『和１１ｋ班
て［１をし点剛勇造弘郎雄一１２
脈指結て課会
えし集い題挨
閉てし〈で拶
会い、・あで
し〈畑年’）原

￣ 

二令瞥ii冠言

９ 



思いを秘めた対談に
胸 <する。

な
わ

人ｏ
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
幹
部
研
修

青
年
部
副
部
長
西
垣
努

月
一
一
十
五
日
～
一
一
十
七
日
ま
で
根
室
地
区
青
年
部
幹
部
研
修
が
行

れ
ま
し
た
。
当
青
年
部
か
ら
は
僕
と
竹
村
聡
さ
ん
の
一
一
人
、
計
十

の
参
加
者
で
し
た
。

露iiii讓liiiiI鑿iiilil鍵'鱗i蝋
ﾛｑ■論Ｄ

蟻
虎P。‐

1． 

1iIIlIiiillllllllllilllllliilllWlii'illlllll ＰＢ■Ⅲ 

0 
０F巴、

露
＝ 

Aｌ 
Ｉ 

灘
一写匹

Ｉ』

，Ｉｌ 

ｒ￣ 

記…Ｗゼミ
勢い＿･〕匂

､ 

●
 

卒祷

■｡￣ 

－，由目田ＩＤ n曲三2

雛蕊｣灘瓢熱
灘1鱗藷鰯塗職溌
・た身ｉｌｋ濃いや蝶る、恩で質対お･影什人張代したてな全｜磯で業
が輔行い漏資人６lJHい始ｌＩｌｌ談邪としもし談鈴゜参いなとがしさ
、故き対１１１余、の時をまとで魔参ていた‐上木川Ｌ、製化イたん

摂邑、

1０ 



Ｉ 

麻
雀
好
き
が
集
い
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

■
０
□
●
■
■
●
６
。
□
●
■
５
■
●
ｎ
ｏ
●
。
□
■
■
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
＄
■
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
□
●
●
Ｇ
ｄ
□
■
０
●
０
●
●
■
日
■
●
□
■
ｑ
■
●
■
。
●
●
０
０
●
■
□
●
●
●
０
■
■
■
Ｇ
ｄ
●
ａ

｜ 》雪
二

一
投
ご
と
に
盛
り
上
が
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
。

白

巨一

震鬚i鑿il篝:1１
寝g＝ 

皇塑…寳鋤i鍵iZiii；
せいし後１Ｍ１つ役U父

鱗&:航i'ＭＩＩｉ
しま段｜ノリ体でま仁は人、}
ただｗ料は蝋,:：ｔ１１
.あ向のく兆・やバ行てに
ろ体人｜）１１１１チた人な」／；
ん労がにハ１めのぃＡイド
だ働数〃がム忠参ま職府lｊ

：ｔ蝿朧獅Ｈｋ鮎

：難雛、ぞ

、が一ウの

開
陽
支
部
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
中
本
信
幸

てさＩｆＶに繰勉と瀞
お来んにセ豪優りの二ｆｌｌｊＪｉ
りイ|凸が′｣、シ躯勝広〃度のf1ユる

蕊餓ルガ舷；雛ｉｉｌ１ｉ

ｏ黙鯛;'i鮭綜
鰹『鰯#蝿
を上は.’んしきれが人

緬)ii雛で、とま、'聯、熱訂しＩ)〈よ

ビチrifニイ側隙ｉｉＩＭｉ＆

区。

俣
落
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
ｆ
ヶ
肪
利
春

、■■－－￣

タグL 

，
町
－
■
■
‐
■
血
【
Ｆ
■
■

戸口

１
０
 

瞳
臓
凡
蕊

期
日
２
月
杷
日
旧
毎
年
２
月
第
３
日
曜
日
開
催

会
場
開
陽
台
牧
場
内
特
設
コ
ー
ス

受
付
及
び
車
検
午
前
９
時
扣
分
～
⑩
時
犯
分

開
会
式
午
前
旧
時
釦
分

競
技
開
始
午
前
ｎ
時

参
加
資
格
学
生
、
社
会
人
、
家
族
、
友
人
な
ど
の
チ

ー
ム
で
編
成
し
、
職
種
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
高
校
生
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
保
護
者
の

同
意
書
が
必
要
で
す
）

競
技
内
容

［
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
部
門
］

◎
競
技
規
程
が
あ
り
ま
す

。
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
間
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す

［
デ
ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
］

（
Ａ
・
高
校
生
以
上
一
般
、
Ｂ
・
小
中
学
生
以
下
）

◎
参
加
し
た
全
ソ
リ
を
対
象
に
審
査
し
ま
す

。
ソ
リ
及
び
選
手
の
服
装
の
デ
ザ
イ
ン
、
ア
イ
デ

ィ
ア
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
及
び
ア
ピ
ー
ル
を
審
査
員

の
得
点
で
競
い
ま
す

問
い
合
せ
先
開
陽
館
〈
小
木
ま
で
）

ず
４
１
２
３
６
０

第
旧
回
開
陽
台

宮
作
ソ
リ
大
《
三

’ 

1１ 



暮
ら
し
の

落花生(らっかせい）
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北根室地区農業改良普及センター￣ 
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しいたすて

i羅鱗iii:鱗;雛`鱗1,:噸騨螂
騨滋鰯鍬蛎熱縄鯲搬鯛な衣は、゜の

:騨熊蕊職1蝿はツIML富がく花

瀞力謨繩流川のら１基｜うり増Ｍ〔に生使』{そ

/離職；桶
つ子が、中れ境ジ分さ

い流濫ブ籍ぃ嬢とつる皮外瞳灘で地後淡文Ｗ」:練てが氾うでてをルかれ

r、

とＩまギ索途〔ズがつつ,A古し鞭同米化川魂Ｉｉｉはよは艸渡ってもるつ
代がすＩこは藩▽を腐あきた）Ｕ、な除蒋ｌｌＫｌはりi↓イi弓子、国う、及米わ▼てきたスヨた
謝/ｆ・にれ、化健待、リ皮蒋で|』1111的花なＩｉｌな６をＩＵ］内でかししが落かたらぺ｜と

j灘iii1蕊蕊溌Ａｌ騨議
ご&＋，１７崖１７群,應iii繭ｌｌｌｉ蕊雌航ｉ孑鈩ビビエも紫さすま

のネビのれ。ｊし

鮒轍藤飛|熱誠;liiMi:#蝿
疲ルタ役てて
労ギミ割エい
物｜ンをネる
礎へＢしル典川、どlLlt煎食だ重見カイビ奈・らのたでがら゜なつとあ

Ｆ託
■■ 

世界の落花生の生産量

の
形
で
た
ま
っ
て
疲
れ
易
く
な
っ
た
り
、

全
身
の
倦
怠
感
や
食
欲
不
振
、
神
総
炎
に

よ
る
脚
な
ど
の
感
覚
障
需
と
い
っ
た
、
脚

気
の
初
期
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

と
り
わ
け
食
砧
の
中
で
は
、
あ
ず
き
や

い
ん
げ
ん
ま
め
な
ど
の
豆
や
大
豆
、
落
花

生
か
ら
、
か
な
り
の
肢
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ

を
摂
取
で
き
ま
す
。
肱
Ⅱ
の
食
躯
に
Ｈ
類

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
人
切
で
す
。
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蝋蝋鱗ｉｉ蝋
鱗鰔澱|iii
厳対にしして進つに仁に仁て，菰・
変策っよよ黍いつつっAｌ裳Ⅱ
定笑い唯の１１ていいいす
化，渦て獄Ⅱ｝会てててる

第
九
回
理
事
会
の
経
週

１月の組合目誌

１０日

１１日

１２日

生食ｶﾛｴ馬鈴しよ部会全体会議

第９回理事会
営農協議
原種農場検討会

女性部支部長会誠

営農協識-16日
てん菜振興会監査
第７回同志会役員会

第10回青年部役員会
てん菜生産振興会役員会
グリーンクラブ大根部会

第４回青年部消費拡大委員会
農民連盟役員会
馬鈴しょ振興会全体会議
第１回青年部役員選考委員会
農薬打合せ

経営診断先進事例調査
税金馬鈴しよ意見聴取会

第４回集落協定推進委員会
第９回青年部調査広報委員会
第５回熟年会役員会
てん菜振興会役員会
第７回営農委員会
馬鈴し“辰興会役員会
女性部藤細エ
第７回生産委員会
営農協議

女性部新年会
同志会監査

資金融資協識
てん菜定期総会
資金融資協議
後継者交流会打合せ

馬鈴しょ振興会総会
第８回同志会役員会

和牛振興会役員会
第８回営農委員会
女性部藤細エ
中標津ＥＴＡ役員会
第10回理事会
第２回青年部役員選考委員会

１３日

１５日

１６日

１７日

１８日
七六ｌｉｌＪリゴニ一へ|ﾙ１１１M

つ、、璽、率、、、１１１，決IMllll1
い’|届各に211変災畑役交化議場１１
て成盗つ座史JUl作員１１＃海事Ⅳ『１１＄

if澱雛譽|{!}
鯉ｉ雌て)1賑．…狭の〈ｉｒＩｍ－

ＨｌＲＵ継購蝉挫
総ての命いにに識十
認利一てつ対篭一
定率のいす１１
に変利てる

|・｝｜‐｜・
＝Zの－，吋
、、桁、'１：策

紺農’;ｉｉｌ２乳｡|ｉ
介堆に地'ｋ業
ｉｌ儲つ利I雁！'（
のイ'二いⅡ|状の
伽企て１１１１況返
人制酷にlノミ
に皮農つに
つ政推し、つ
いノiｆ進てい
てに｜「て
つ業
い奨
て励

令

第
十
回
理
事
会
の
経
過

～ 

１９日

20日

22日

23日

24日

ノi」几｜モニ●へ＝二一へ｝１トノし八

'１１１，，１，ｆｉｉ,!,縦,鑿,,|魅1$目畷[蕊|ポミliiL＝そ織醐12ポ1ｌ
Ｉｉｉ１標乳肥ｼ16つ成事透と鈴て製事る［|i険汚常つ漿成合成
にilL'1三.ｌｌＴい｝項限今しAｎ項ユ１１|科染企い＿トムｉ｝
つ111J瀧吝業てこＶ庇後よ」：、／二llIIの乳liliiてｉ１Ｉｉ二へ｛

溌溌11鱗ユってカ

ウいン脇〃い災ににの'没、
ムて状談にて施係っ選催指

25日

26日

27日

29日
■勺■

30日

31日

峰
.]『三
ｶk力
は川
共IHI
に峰
平水
ｉＦｊＩｔ 
並、
でⅡ
しオ!§
よ海
うＩＨリ
｡の

dWjより四
がう、低月
大。〕〈裁
き気気）｣；
し、柵はと
で･は周商
し下期力（
よ年的尿
う轆仁が
。で変周
すわ期
がる的
、でに
変し、、

の多す様す過三
几いが’二が後１K：月
込で、､･は菰
みし低尺時冬バミ
でよ気気的型が
すう）Ｆはでの１１Ｗ
｡。の周し気」９１
降彩IU1よ）王的
ＪＴ響的う配に
ｊ１ｔでに.慨迦
は降変平と過
平水わイドなし
年」,ｔｌ）とり、
北はまｌ１ｊ］ま通

る洋でよす二可
１１側はうが冬月能
がや曇。、型性
多オリ平寒のの
いホや年気気大
兄１，Fとの}てき
込ツの同彩配な
みク１］様響機天
で海がに(よの候
す側多、－１」見
・で〈１１時が通
は、水的多し
Ｉ１ｉｌｉ人海で.い
れｊｌｚ側しで

二
月
か
ら
四
月
ま
で
の
概
要

三
力
川
平
均
気
温
は
、
平
年
並
の

可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率
は
両

○
割
で
す
。

Ｓ
力
局
予
報
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大地の四季

一一=霞§薑寳
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二
Ｐ
単
一
←

冬の農場 ！ 

昨夜来、荒れ狂う大地にやっと静けさを整えつつ

ある朝の時間帯。

除雪が終えた中に、子供を学校へ届け、帰り道

一瞬、採雲が太陽を遮る。そこはまるで異次元の

世界の様。

藍色の空間が広がり、２０世紀を誇るシンボルタワ

ーが目に飛び込んできた。
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写真･文提供小出清信
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